
新規事業採択時評価結果（平成３１年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 
一般国道４２号（近畿

き ん き

自動車道紀勢
き せ い

線） 

新宮
しんぐう

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

近畿地方整備局 

起終点 
自：和歌山県新宮

しんぐう

市あけぼの 

至：和歌山県新宮
しんぐう

市三輪崎
み わ さ き

 
延長  ４．８ｋｍ 

事業概要  

一般国道４２号は、静岡県浜松市を起点とし、紀伊半島の沿岸部を通過して和歌山県和歌山市に至る延長約

５２０ｋｍの主要幹線道路である。 

新宮道路は、一般国道４２号のバイパスとして、和歌山県新宮市あけぼのから和歌山県新宮市三輪崎に至る

延長４．８ｋｍの自動車専用道路である。 

事業の目的、必要性  

新宮道路は、新宮紀宝道路（事業中）や那智勝浦新宮道路と連続し、紀伊半島沿岸部における三重県から和

歌山県南部地域を結ぶネットワークの一部を形成。 

救急医療活動の支援、地域相互の振興と発展に寄与するほか、南海トラフ地震等発生時の津波浸水による道路

交通寸断の解消に寄与するものである。 

全体事業費 約３００億円 計画交通量 約９，２００台／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

【和歌山県知事】 

 一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線）新宮道路の予算化について同意するとともに、心から感謝申し上げ

ます。 

県としては、すでに事業着手されている区間も含めて、現在沿線の自治体が進めている地籍調査に最大限協力

するとともに、これら沿線の自治体と連携し、円滑に事業が推進されるよう用地取得や地元調整などの環境整備

に幅広く取り組んでいきますので、平成３１年度新規事業としての予算化に特段の配慮をお願いいたします。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

・費用対便益  ：便益が費用を上回っている 

・手続きの完了 ：計画段階評価手続き完了（Ｈ２５．４） 

事業評価結果 
 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ 
１．４ 

（０．７） 

総費用 ３，４４５億円 総便益 ４，６７２億円 基準年  

事 業 費： ３，１６５億円 

維持管理費：   ２７９億円 

走行時間短縮便益：４，２０４億円 

走行経費減少便益：  ３５７億円 

交通事故減少便益：  １１１億円 

平成３０年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.1  (交通量  -10％) B/C＝1.7  (交通量  +10％) 

事業費変動 B/C＝1.2  (事業費  +10％) B/C＝1.5  (事業費  -10％) 

事業期間変動 B/C＝1.3  (事業期間  +20％) B/C＝1.5  (事業期間 -20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ○ 
・平行する一般国道４２号の混雑の緩和が見込まれる。 

 （一般国道４２号の混雑度：現況 １．４７ → 整備後 ０．７６） 

事故対策 － ・注目すべき影響はない。 

歩行空間 － ・注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 
・第三次救急医療施設への搬送時間短縮 

 〔紀南病院～新宮市立医療センター間〕 

現況 約23分→整備後 約17分 

地域経済 ◎ 
・代替路の確保により、災害時における安全性、信頼性が確保され、地域間連携を強

化。 

災 害 ◎ 

・津波浸水予測区域を回避することを基本とし、最大津波高を考慮した十分な高さ

を確保することにより、災害時における安全性・信頼性確保。 

・津波発生時の一時避難場所として活用するため、法面避難階段等を設置し、地域

の避難活動を支援。 

環 境 － ・注目すべき影響はない。 

地域社会 ◎ 

・代替路の確保により、災害時における安全性、信頼性が確保され、地域間連携を

強化。 

・高速ネットワークの整備により、和歌山・三重を結ぶ広域周遊観光ルートが形成

され、地域の観光振興に貢献。 

事業実施環境 ○ 
・手続きの完了 ：計画段階評価手続き完了（Ｈ２５．４） 

・和歌山県知事より、近畿自動車道紀勢線（新宮～新宮北間）の早期事業化を要望 

 

採択の理由 
 

費用便益比が１．４と便益が費用を上回っているとともに、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、南海トラフ巨大地震等の災害時における安全性・信頼性の確保、高次救急医療施設への速達性の向上等、

事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上により、本事業の新規事業化については妥当である。 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※B/C の上段の値は、和歌山 JCT～勢和多気 JCT を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を

対象とした場合の費用便益分析結果 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：東川 直正     

     

別紙１ 



新規事業採択時評価結果（平成３１年度新規事業化箇所） 
 

事業評価結果（防災機能） 

 

 
 

 

事業の必要性  

新宮道路は、新宮紀宝道路（事業中）や那智勝浦新宮道路と連続し、紀伊半島沿岸部における三重県から和歌

山県南部地域を結ぶネットワークの一部を形成。 

救急医療活動の支援、地域相互の振興と発展に寄与するほか、南海トラフ地震等発生時の津波浸水による道路

交通寸断の解消に寄与するものである 
評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

・県道あけぼの広角線は、約２.７kmのうち約４

割の区間が南海トラフ巨大地震発生時の津波浸

水により通行不能になると予測。 

・広域的な救援ルートとなる高速道路ネットワ

ーク確保が課題。 

・平成２３年９月の台風１２号では、熊野川の

氾濫により国道４２号の道路交通が寸断。 

※関西広域地方計画（H28.3） 
・災害時には「命の道」となる紀伊半島アンカールー

トを構成する近畿自動車道紀勢線や五條新宮道路をは

じめ、高速道路等の整備を推進し、緊急物資の集積拠

点となる港湾の太平洋側・日本海側２面活用を見据え

た機能強化により、応急復旧対策のための多重性、代

替性備えた輸送ルートを確保する。 

住民生活 

・国道４２号は、熊野川渡河部を中心に交通集

中による慢性的な渋滞が発生。 

・紀南病院から新宮市立医療センターへの搬送

時間の速達性・定時性が課題。 

※関西広域地方計画（H28.3） 
・どこにいても高度医療や救急医療を迅速に受けられ

る環境を構築するため、救急搬送に欠かせない高速道

路ネットワークの整備、医療資材や人材確保の連携強

化、ドクターヘリの活用を推進する。 

地域経済 

地域社会 

・クルーズ客船は増加しているものの、観光客

の移動範囲が限られているため、和歌山・三重

県を結ぶ広域周遊観光ルートの形成が課題。 

※和歌山県長期総合計画（H29.4） 
・多彩な観光資源をつなぐ周遊ルートの構築により、

消費拡大が期待できる長期滞在型観光を推進します。 

・大型クルーズ客船に対応した施設改良など受入体制

の整備を進めるとともに、外航クルーズ客船の寄港増

に向けた誘致活動を進めます。 

その他 －  

事業の有効性  

・当該事業の実施により、主要拠点間のリンクの評価が D ランク→Cランクに改善するとともに、不通リンクの

解消によりネットワーク全体の防災機能が強化される。 

・また、本事業において、災害時にも機能する信頼性の高い高速ネットワークが形成されるとともに、救急医療

活動の支援、広域周遊ルート形成による地域活性化への貢献など、有効性の高い事業と評価する。 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

和歌山県庁 新宮市 55 
（5） 

0.97 
[C] 

1.00 
[D] 

0.72 
[C] 

0.80 
[C] 

▲1632.07 
(▲5.16) 

0.21 
（0.06） 

0.28 
（0.20） ◎ 

事業の効率性  

計画段階評価手続き完了（Ｈ２５．４） 

別紙２ 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は和歌山 JCT～勢和多気 JCT を対象とした場合、 

 下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 


